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丸山 二郎 氏 は 国史 大 系 編集 会 の 代表 で ある 故 田口 卵 吉 氏 
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和合 ケネディ ー 家 の 別荘 の ある この 浜 
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本 社 京都 市 南 区 京阪 国道 十条 南 〇 さ の い ヽ に う H ち の ) 束 も と 


画 久 立 明治 31 年 4 月 1 日 本 
還 交 本 念 4 ら 6 使 円 社長 奥野 野 
画 営 業 品目 高級 紙 及 び 印 画 紙 


三菱 製紙 株 式 会 社 


本 5 社 守 東 三 京都 い キー 代 。 田 区 充 - ノ - 内 
エ 場 中 川 工場 ・ 高 砂 工 場 ・ 浪 速 工場 ・ 京 都 工場 


画 側 立 昭和 9 年 5 月 1 日 
画 資 本 全 1.8OO 万 円 社長 中 村 東 蔵 
画 主要 営業 品目 配電 林 ・ 制 御 盤 ・ 欄 上 油 入 開 
閉 器 ・ 断 路 器 ・ し ゃ 過 器 


株 式 会 社 中 村 電 機 製 作 所 


本 社 京都 市 外向 日 町 
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還 次 本 金 さ 億 3 千 万 円 村田 昭 

画 営 業 品目 セラ ミッ クコ ン デ ン サ ー・ セ ラミ 
ク 絶 縁 材 料 ・ そ の 他 特 殊 セ ラミ 
製品 の 製造 販売 
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株 式 会 社 村田 製作 所 

本 社 京都 府 乙訓 郡 長岡 町 大 字 開 田 小字 西陣 町 16 番 地 
営業 所 東京 工場 福井 ・ 狼 日 市 ・ 京 都市 内 


業 明治 8 年 0 
画 次 本 金 O 俺 円 社長 部 林 庫 博 


事 主 要 営 業 品目 科学 機器 - 産業 機器 ・ 放 射線 
機器 ・ 計 測 機 器 ・ 航 空 機器 


矢 津 違 攻 所 


本 社 京都 市 中 京 区 河 原 町 二 条 南 
支 社 東京 支店 大 阪 ・ 福 岡 ・ 名 古屋 ・ 広 島 ・ 札 幌 ・ 仙 台 
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本 社 工場 全景 


画 信 | 立 大 正 6 年 1 月 17 日 

還 資 本 金 ら O 舎 円 社長 岡田 辰 三 

本 主要 営業 品目 GS 半 電 池 ・G S 著 電池 式 抗 内 安全 条 
GS 空気 混 電 池 ・GS シ リコ ン 及 び 
セレ ン 整 流 器 ・G SS 水銀灯 ・ 著 電池 
整流 器 部 分 品 並 に 附属 品 一 式 


日 本 電池 杯 式 電 入 


本 社 京都 市 南 区 吉祥 院 西 ノ 庄 
支 店 東京 ・ 大 阪 ・ 福 岡 ・ 名 古屋 ・ 札 幌 
出張 所 仙台 ・ 高 松 ・ 広 島 ・ 金 沢 


画 伸 。 業 昭和 12 年 8 月 
画 次 本 金 5 俺 1 千 万 円 社長 藤井 沿 


吾 営 業 品目 デー ゼル 機関 車 蓄電 池 機 関 車 電気 機関 還 
蓄電 池 事 フォ ー ク リフ トト ラッ ク トラ ク 
タ シ ョ ベル コンベヤ ー クレ ー ン 普通 負 
特殊 鋼 鋳鋼 品 染色 機械 (リー ル マ ッ ク 付 ジ 
ッ ガ ー・ リ ー ル ワイ ンダ ー) 各種 電動 機 


日 本 輸送 機 株 式 会 社 


本 社 ・ 神 足 工場 京都 府 乙訓 郡 長岡 町 神 足 駅 前 TEL.(92) 1171 代 表 
支店 東京 ・ 大 阪 ・ 名 古屋 営業 所 札幌 ・ 福 岡 ノ 駐在 所 仙台 ・ 広 島 


ea 
醒 伸 業 大 正 6 年 3 月 
画 次 本 金 8 千 万 円 (授権 資本 金 2 億 円 ) 

社 長 大 河原 謙二 郎 
画 営業 品目 研削 砥石 全般 ・ 研 前 液 「 ビ ニッ ケン ノール 」 


日 了 季 研 誠 硫 及 株 式 合 視 


本 社 ・ 工 場 京都 府 乙訓 郡 長 岡町 大 字 神 足 小字 馬場 9 番地 の 1 
営 業 所 東京 都 大 田 区 入 新 井 4 丁 目 83 番 地 ユア サビ ル 
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に た 柳 。 海 流 オ 学 君 形 名 未 ' る 校 担 に 浜 ) 場 
Ne を SUS2CSY9 だ の 9 に 5 目 成 5 当 入 検 の 
2 村 栓 計測 思 の た 二 ECG 学 且 が 語 尊 人 年 年 記 る 測 
| 財 滑 計 に 米 反 Re 三 ニ 業 つ に の な 生 ? 末 所 隅 
| り 器 関 武 学 番 の て 所 の の に 端 - に 
CSS 川 枚 コ ee の SV 長 : で 柳 任 の ヵ 
22 の の BE の WEC 『 命 お 新 瀬 
そ 使 持 水 年 口 ゎ わ " お さき 役 設 戸 
| の 叶っ ち - 位 の 県 らち も 人 息 か 『 れ 所 き 内 
根 て だ が と 下 操 ち 子 あぁ と だ で っ れき 海 
et の ラド さき 還 CSE 計 の まさ 0S 還 の だ 緩く 
2 半 た 人 ト 遇 5N( 生 96 ん PP RSS Sh 
人 紀 9 間 お ES に の as 半生 の に Me 
研 タ る 宅 番 " 実 職 昌 本 者 信 の 上 四 
完 が の の 以 務 員 蔵 山 新 保 番 
RES 人 ント 品 安 の 
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人 の 才 S 3 S 4 
ER 3 お ん = り 3 Es 時 マコ 
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eX ま 2 〒 2 た 哲 る に 精 3 保安 本 部 が そなえ て くれ た 水圧 式 自動 検 潮 器 の 前 で 熱心 に 針 の 動き を みる 哲雄 君 時 計 
る に ろ こも た 包 作 で うこ 生長: 堆 こ ん に 神 年 の し か け に よっ て 円 筒 形 の 用 紙 が まわ っ て いく か ら 時 刻 に よる 潮位 の 高低 が よく わか る 
| 5 だ ニョ 少 義 人 に > り 8: 才 も ん と: 星 : す 
R だ 語 性 紙 記 が KG た 小 ーー 本 盛 63 
デニ ーー 四 ま 53. で に ご に 
| 2 ドー グー ンー Ne 第 
E 思 私 の レ う 。 ヶ ふ ヵ 海 の 当 の 計 は 5 博志 で くき 2 
[ 2 2 と の 姉 先 下さ “ 和 芝 y 
1 0 肖 2 あ ング 2 研 さ 生 松 3 れ 海区 
【 2 通 - あこ ョ ーー ん BSH SS 
ま の 整 有 ン ラ 人 首 ょ に の で ES 
6 9 も 2 の と で の 想 保 YOUNG OFFICIAL Tats。。 Yanagi, a junior high school senior in Tokuyama, works 


for the Government at a tidai observatory, observing changes in tides and currents. 
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初 場所 の ヤグ ラダ イコ を 聞く 日 も 近い 新春 の 、 所 も 同じ 東京 の 一 角 
で 土 依 に 汗 を 流す 豆 力士 。 第 29 代 の 横綱 か ら 3 大関 、2 関脇 、2 小 
結 に 前 頭 ま で ちゃ ん と そろ っ て いる 。 場 所 と も な れ ば 横綱 が 化粧 回 
し を つけ て 土 依 入 り 、 弓 取り 式 も 本 式 ど お り だ 。“ 協 会 取締 の 平野 
善 二郎 さん (63) が 、 自 宅 の 庭 に 土 依 を 設け 、 相 撲 好き な 近所 の 子 ど 


も を 集め 、 初 め て の 場所 を 開い た の が 昭和 17 年 、 い らい 休場 も 何 回 
か あっ た が 、 年 8 場所 で 、 こ と し 3 月 に は 、143 回 目 の 場所 を 迎え 
うと し て いる 。 稽古 は 週 3 回 、 近 所 の 子ども た ち だ け で な く 、 他 

出 


BS 
の 
は 人 


区 か ら も 電車 や バス で 通っ て くる 熱心 な 子ども も いる 。 冬 の さ ! 
も 10 人 近く 集 り 、 初 場所 めざし て 稽古 に 励ん で いる 。 


タク 
司 
も 
す 
れ 
ば 
= 
全 
も 
は 
〈 


ぶさ 只 時 rr「 和 へ 山寺 さ >」 
五 眉 串本 環 S 武 中 北 藩 避 


タオ ル 製 品 


e4 オ シー ズン ソフ ケッ ト 
オー ル シ ー ズ ン 用 の 
フッ クミ スグ オッ ラブ 5 ドン 
2, 500 円 一 4, 000 円 
e ネ オ プリ ント 
独自 の や わら か い プ リン ト タ オ ル 
10 0 円 一 150 円 
湯上り ………:400 円 一 1, 200 円 
ゃ モード ネ マ キ 
寝室 の 新 ら し い ス タイ ル 
1, 500 円 一 1, 900 円 


則 ・ 則 語 岡 宇 商 Y 


ミー 
ーー ミュ 


ee ソフ ベ ペット 
モダ ン な 敷物 
500 円 一 1 000 円 
ゃ ソフ トカ バー (座布団 カバ ー) 
モダ ン な お 部 屋 に 最適 ……… 400 円 
5 枚 セ ッ 1 


rv 所 へ 古書 Y き ん 


ー 
ン 


@ ホ ー ム ペッ ト で い 
装 節 を 兼ね た 実用 品 DU WW 


NN 
WM 


人 主 団 田 商 は 


と ぷぷ や 、 へ S き 
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^ や り 


っ ae 
方 


オリ ン ピ ビック 丹 大 は 
を 骨 っ て 東 


提供 / 小 西 六 写真 工業 株 式 会 社 / 日産 自 動車 株 式 会 社 


計上 ロー ドド (時 ee) 
@ 議 穫 忠 

時 や 仙 ン る で 6S 較 の ざこ で て 2 綴 
勧 ぶ ヨコ S ミ SGm 人 に 選ぶ SS 
で 名 5 tvG 6 較 人 …^ 居 民 由 ご ぐ 公 
較 末 omE 豆 人 2 会 で へ や ト 和 へ 一 ペ 
3 開け 4 ひで レモ 09 

問 折り くう 。 we 全 肘 GS 所 で 
つこ っ 近 折 こ 祥 徳 つ S 填 下 じ Se Sv で 
や っ 束 壮 尽 避 給 全 十 や S で ツ ” 歳 を 
蛋 麺 ぐ 環 夫 で ー 思 この つこ や "中 接 要 円 
っ で っ こ @^ 所 で 8 衝 39 提 CKO つり に 3 条 
SoomtQ? 無 LGS 田 邊 現 迷 区 下賜 
ン 谷 つ や 吉 尽 会 聞 僚 麹 図 や ぐ 和 AO? 
誤 衝 人 で 本 政 G 理 "中 計 契 己 選 *@S の 
りり で で さい ロニ ユー モーー ヤ 班 堅 半 班 じ 抽 
no で 09 記 嘱 公 亜 環 じ く ミ レン で 
ツー ロー ベ K 窟 つ レン で や で? ヤセ て 玩 
心 忘 り 虐 鯉 頑 架 ぐ 二 "回 織 屋 案 球 
つ ン 「 愛 志 」 ぐ 避 生 人 の つ 作 ” 衣 ぐ で や 
で 埋 固 ふ 凸 選 末 りつ 訪 全 責 で で て 丸 ? 
で くま ん 


ヽ 


(一 
癌 性 人 <Q 路 鶴 く G 遇 思 回 開 )G NH ユー ネー て 
ローK” 療 必 公民 到 世 G せ や ち おり " 叶 ボ こく 
G 富 医 p 補 ぐ " ( 札 硫 選 ) 

ぐ ) ⑯ 

人 くり っ で しゃ 淫 拍 48 愉 " 思 寺 し 「 や で jJ セ 」 
ずっ で で NM 区 唱 頒 旦 め 6 藩 性 家 人 生 で JJ 

( 臣 硫 装 ) 


模 論 て 路 孔 則 | 


熊本 (2) 5151 


デ ヂ ディー ゼル 株式 会 社 


熊 本 日 族 自 動車 株 式 会 柱 
電話 


熊本 市 花園 町 7 2 


熊本 日 意 
熊本 市 平田 町 84 の 1 電話 熊本 (2 ) 7101 一 3 


と パ を すみ の 


4 


』 」 』 1 


会 費 の よう な も の は と ら な い 


「 子 ども た ちの 健康 の た め に 」 と いう 道楽 で ある 


土 依 下 か ら 横 網 に 水 を つけ る 幕下 塩 だ っ て ちゃ ん と ま 
\〈 何ごと も 本 式 も っ と も 練習 が 終る と お 菓子 を も ら う 


| 三 Me す 


ペー 
発足 し た 昭和 17 年 ご ろ に くら べ る と 最近 の 子 ど 


も の 体位 向上 は めざまし い 左 の 2 人 は 小学 校 2 
年 右端 は 幼稚 園児 1 人 対 2 人 の ぶつ か り げ いこ 
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日 科 


4 
移 


を 
師 
つ 


赤 に 黒 は 早 大 紺 に 白 は 明 大 早 大 の トラ イ な っ て ゴー ル ・ キ ッ ク を する の は 早 大 フル バッ ク 松 尾 成功 し て 5 点 を 先取 し た 


FLY NOW-PAY LATER | 


お 2 則 に … 

ee ノア / 
ィ ー ジ ー ペ イン ト で 竹 女 放 行 ! 
パン アメ リカ ン の ジェ ッ ント ク リッ パー で 
すぐ お 好き な 国 へ お 出かけ くだ さい 「 
わずか 10 パ ー モ ント の 頭金 と 、 最 高 12 ケ 月 の 分 割 払い で 、 海 外 旅行 が すぐ 
で きる の が パン アメ リカ ン の 「 ペ イレ ー タ ー」 プ ラン で す 。 最寄り の 航 
空 代 理 店 又は 直接 パン アデ メリ カン に ご 相談 くだ さい 。 さ っ そく 係員 が あ 
な た の 計画 に そっ た スケ ジュ ー ル づくり を お 手伝い いた し ます 。 
素 晴 し い 旅行 を お 約束 する パン アメ リカ ン 
日 本 語 を 話す スチ ュ ワ デス ・・・ 
世界 で 名 高い パリ の マキ シム の お 献立 て ……… 長い 経験 を 生か し た 
パン アメ リカ ン の 行き と どい た サー ビス は 機 上 で も 世界 中 どの 事務 所 で 
も 、 き っ と みな さま に ご 満足 いた だ け ま す 。 
サ ア この チャ ンス に パン アメ リカ ン で お 望み の 国 へ 飛 立 っ て くだ さい 。 


か が 


ご 用 命 は 最寄り の 航空 代理 店 又は 下記 事務 所 へ 
東 京 ・ 三 菱 商事 ビル 電話 (211)2441 
大 阪 ・ 大 阪 グ ラン ド ホ テル 電話 (202)6048 
名 古屋 ・ 大 名 古屋 ビル 電話 (57) 6006 


AS OO な 2・ 


海外 旅行 も 日 本 語 で ン 


* ま アメリカ合衆国 登録 商標 世界 で 最も 経験 ある 航空 会 社 区 


] 追 15 
い 対 

まな 3 

eS 

3 2% 早 
7 っ 大 

が 
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ノン 


員 | 


斗 時 層 モ ー 汗 計 圧 古 潮 き と INN ジテ 


N 
レン 3 


ENoPIANYSc 
呈 半 箇 A 堅 米 S テ デー コミ と 柏 c 吉 の 避 簡 正 壮 品 S9w WO 


* 


SgFN 


LE 、 ニョ 抽 E 上 


明 大 は 後半 ルー ズ て で 圧倒 ボー ル 
を 成 ん を に オー プン に 回 し た が 皮 
肉 な ダ 円 ボー ル は 手 に つか ず 得 
点 に 結び つか な か つた タッ クル 
3 早 大 フル バッ ク 松 尾 


WASEDA 一 MEIJI RUGBY GAME The game of rugby was first 


held in Japan.in 1899 at Keio University, about 65 years after it was 
created at Rugby High School in England. The photos show Japan's 
leading rugby teams, Waseda and Meiji University in a battle. 


心 や リー ぐふ 針 肖 ポ ー ミ ご 壮 各 豆 可 
つり Se でき ろう の 2 人 SSro に 吉 如く 
oiaCs 還 0 ま くっ そい PSE CO お 9 に まさ 
や ン 人 SKG 人 る で や の 

り で モー さ SS 必 講 人 3 1 SIIO 和 時 記紀 て 
キーKG 心 りー 甘 御 品 恒 く こ セ ke へ 全面 で 
と 2 補 ミ ミー ンー 出 公 拓 RY 

で 6 


エン ^ 選 旭 映る で 
リド こる 0 まく 

jN 和 所 一 の ま 公 一 生 8 で 和 W ひ の 更 8 で 
3" | 時 NN や ー 下 填 で や マー ト さ ・ 


6 い YA 

て ミ さ ハ と し 地主 ー ヘ と で 則 前 り 4 で 
で ヤキ ーーK 失 民 ) 6 や ト トー モー ささ 3 拉 
2 召 岡 で 提 画 玉 芯 勾 。 邊 的 0 下 で し 所 紀 
章 軽 % や keK 玉 ー ざ つ ゆ 彰 装 つ やる" 田 十 
マズ 皿 く で 雅 る 公選 冬 糧 尽 豆 選 人 で る 生 


ー ミ 和 寺 つり るい 0 人 る で j る 2” 取り 8 画 食 07 


ヨ 初 ロー ミス 求 で る 3 人 計 求 胡 り 鍋 
0 お トト ( 嘩 下 ) ト トー ネー ささ PS で る? 
トム かー 衝 一 
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必 和 り ー じ 半 呈 る 失 ミ ー ミ で 
に を ょ コー ミュ) で <」 と PE に を くい ロー 
AA が y さ ー 
用 し 皿 陣 株 次 "中 未 や ホー さ ゼ で キーK マ 

9 へ つ ) 本 旧 生 A・ キ 公 尺 っ 玩 境 拓 四 で 


0 も ー ミ 選び る" 
員 喉 SKK 生 一 色 人 人 生 で り w 園 季 SSte 人 AA 


HAN 一 ミト ルト AQ り we 」 親 碧 凌 … 総 で 


愉 和 へ D 一 や 錠 0 


殺 湯 ぐ ミー ミ S 半 で も が 本選 ン で 


ン り 聞 時 we = し る の る 46 い 会 選 所 で 叶 


刻 手 り 私 外 ネ ー さ 人 弄る の 
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の ジッ 


の 


展 展 で 入れ 大 詩 住 一 
(SE 内 Y 年 | 埋 む 九 
参 参 回 ジミ 後 沈ま Re) 
加 加 願 カ ラ は ッ 早 七 
展 | ン 叙 サ く < 年 
そ 六 ホネ ドス) 情 ン か: アシ 
の 志太 : ギ 前 的 ら ラ 
他 年 〇 1 衛 抽 は 前 ン 
数 年 賞 画 象 り 衛 ス 
多 サ 佳 壇 主 紙 芸 の 
くく ン シ べ 作 に 義 に 術 ナ 
の NE 洒 3DAS お) の 5 に 
個 ウ チ 選 い 最 る 興 ト 
展 ロア て 初 作 味 に 
や の の 五 和 特 の 品 を 生 
グ 国 国 刀 異 創 評 抱 れ 
ル 際 際 年 の 始 内 き 
ok 位 者 
プ エ ェ エナ 置 の を 三 六 
展 ン シン ン を 一 発 二 年 
活 ナ ナ ト 占 人 表 年 以 
動 | | の め に 降 
を レレ 美 る 数 第 自 パ 
示 美 美術 え 二 作り 
し す 術 術 館 五 ら 次 の に 


g: きま te 
SKK 


Me 


飛翔 する 空間 130X97cm 1960 年 (油絵 ) 


ひ し ょ ぅ 


最も 新しい 未知 の 花 は 、 し ば し ば 最も 古い 土壌 か ら 生 れる 。 第 2 「 飛 翔 する 空間 」 と 題 さ れ た この 作品 に お いて も 彼 は 、 中 央 と 四 
次 大 戦後 の フラ ンス に 育っ た 新しい 叙情 的 抽象 の 世界 は 、 そ の よう 隅 の 部 分 に 明る く 多 彩 な 色 を 集め 、 そ の 他 の 部 分 を 暗く 沈め る こと 
な 歴史 の パラ ドッ クス の 一 例 で ある 。 美術 の 領域 に お いて 、 ど この に よっ て 手前 に 浮 出 る 空間 と 奥 の 方 に 沈み 込む 空間 と の 二 重 の 構造 
国 に も 劣ら ぬ 豊 か な 長い 伝統 を 誇っ て 来 た フ ラン ス が 、 そ の 伝統 の を 設定 し 、 そ の 前 景 と 後 景 と の 間 の きび し い 皿 張 感 、 絶 え 間 な い 対 
料 智 を 捨て て 大 胆 に 新しい 課題 と 取組 むように な っ た 。 終 戦 直 後 、 話 の 上 に ダイ ナミ ッ ク な 重層 的 空間 を 築き 上 げ よ うと する 。 彼 を い 
すなわち 1945 年 か ら 50 年 ご ろ に か け て 、 そ の 新しい 問題 を は っ きり わ ゆ る 「 ア ン フ ォ ル メル 絵画 」 の 最初 の 一 人 と 見 な そう と いう こと 
と 認識 し 、 新 絵画 の 方 向 を 示し た 何人 か の 先駆 的 芸術 家 の 一 人 に 、 も 、 決 し て 理由 の な いこ と で は ない 。 
カミ ー ユ ・ プ リエ ン が いた 。 し か し それ に し て は 、 こ の 作品 は また 何と 繊細 な 色彩 の 調和 を 見 

プリ エン は 画家 で ある と 同時 に 詩人 で あり 、 理 論 家 で あり 、 ほ と せ て いる こと だ ろう か 。 ほ と ん ど 装 飾 的 と 言っ て も よい その 色 点 の 
ん ど 哲 学者 で も ある 。 「 絵 画 と は 深 答 な 内 的 生命 の 表現 で あり 、 単 組合 せ の 妙 は 、 プ リエ ン の 中 に 流れ る フラ ンス 人 の 血 を あら た め て 
に 感覚 的 感動 を 与 た ん る だ け の も の で は な く 、 視 覚 を 越え た 幻視 に よ 思い 出さ せる 。 彼 は 伝統 に 反逆 し な が ら も 、 い つの 間 に か その 伝統 
っ て 魔術 的 作品 に な ら な けれ ば な ら な い 」 と 主張 する プリ エン は 、 作 を 現代 に 生か し て いる の で ある 。 

品 を 通じ て 宇宙 の 神秘 的 な 力 と 対話 を か わし て いる か の よう で ある 。 (高階 秀 爾 ) 


ーーー デー ペー 


CAMILLE BRYEN Pictured above is Camille Bryen's work entitled, “Flying Space." Born in Nantes in 1907, Bryen later moved to 
Paris in 1926. He took interest in avant-garde art early in his youth. In 1932, he published a book, Experiences,"” consisting Of poerms, 
sketches and collages. After the end of World War 遇 , he became one of the pioneers in lyrical abstract art. Critic Shuji Takashina says 
Bryen is an artist with the talent of a poet, theorist and philosopher. He seems to converse with a mysterious force of the universe 
through his works. He revolts against tradition, and at the same time brings life to tradition in modern times. 
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福井 と 石川 の 県 境 に 近い 福井 県 勝山 市 野 向 町 横倉 で 、 粒 
家 3 戸 が な だ れ に 襲わ れ 、17 人 が 生 埋 め に な っ た 事件 を 
記憶 し て いる 方 が ある だ ろう か 。 あ れ は 豪雪 の 昨年 1 月 
の こと だ っ た 。 こ の と き 26 時 間 ぶ り に 奇 蹴 的 に 救出 され 
た の が 、 四 つの 坊や た だ ひと り 、 古 川勝 利 ち ゃ ん だ っ た 。 
両親 、 祖 父母 、 2 人 の 兄弟 を 一 瞬 に 失っ て 、 ひ と り ぼ っ 
ち に な っ た 勝利 ちゃ ん は 、 い ま 福 知 山 市 に すむ 銀行 具 山 
下 伝 衛 さ ん 夫妻 に も ら わ れ て 、 す くす く 〈 く と 育っ て いる 。 
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Katsutoshi Furukawa, 4, 
The orphaned boy is now 


kept alive for 26 hours while buried in the snow 
when an avalanche claimed the lives of 17 


persons last winter. 
adopted by a bank employee's family in Fuku- 


chiyama-. 
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^ 夫 67W 妊 
巨人 軍 長 島 茂雄 三 抄 手 は 、 昨 年 11 月 中 旬 か 
ら 約 1 ヵ カ月 、 ユ ニ ホ ー ム を 背広 に か えて 「 映 


寺 け 守 う 画 出演 」 の た め 、 カ メラ の 前 に 立っ た 。 当 人 
gr つの COM スー 
時 まっ る る も 球団 音 胸 部 も 、 今 度 の 出演 に つい て 「 生 涯 
ーー に 1 つう や こも | の 記念 と いう 意味 も ふく め て 一 一 」 カメ ラ の 
の の だ ここ うさ 前 に た っ た と いう か ら 、 そ れ は それ で いい 。 
あー コン し か し 、「 映 画 出演 」 の か げに 、 こ うい う 事 実 
Aa まっ: は まお 生計 な 2 も ある こと を 、 当 人 、 球 団 首脳 部 は お ぼ え て 
は ーー で も アベ さ いて ほし い 。 映 画 出演 」 す る と 、 誰 で も 「 目 」 
0 は も で を | を や られる 。 強烈 な ライ ト に 何 十 、 何 百 時 間 
の 1) 高い 呼 と 陣 射 され る か ら だ 一 一 いま 、 そ うい うこ と 
の 二 つ の テコ 隊 に Co ん を 前 提 と し て 次 の 数 字 を 読者 に お 伝え し た い 。 
2 本 93 be 5 ぱ 長島 は 昨年 、163 本 の 安打 を 記録 し た 。 と こ 
S う も い すう グ ろ が これ を 分 類する と 、 投 手 の 投げ る 初球 か 「 
2 隊 和 記 厳 氏 (70) まあ い 2 コー 料 ら 3 球 目 ま で に 打っ た も の が 109 本 、 全 体 の 66 
2 わ て 天 % に 当る 。 次 に 4 球 目 か ら 6 球 目 の 間 ま で の 
| グロ 9 o ご 回 o こ 
IA 了 の あ る 安打 が 49 本 、 こ れ は 30%% と な っ て いる 。 次 に 
7 ドジ (69) き ま 去 王 一 塁 手 の 記 録 を 同様 の 方 法 で 分 類する と 、 ' 
守 M 3 ち 初球 一 3 球 目 まで は 74 本 で 51% 、4 一 6 球 ま ] 
記 続 9 人 で は 73 本 、50% で ある 。 「 
さて 、 こ こ で 問題 が 一 つ あ る 。 そ れ は 長島 
こ の 「 動 体 視力 」 が 、 意 外 に 弱い と いう 発見 で ] 
だ SEC 男 [の を 4 お 森 自 : : 泊 : お ーー で いな る 代 NE ん 1 の = の: の 3 | 
ん * "か 小 ま 女 も 〈 す る 秋 筐 と が いし 1 コジ ラサ は 工 ある 。「 動 体 視力 」 と は 、 動 き に 対す る 視力 と 
ご ク に 6 の 了 だ ひ に 天 に 人 四 息 土 ・ ご 人 2 E 了 考え た れ ば いい 。 こ れ に 対し 静止 し て いる 物体 
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私 1 1 年) に AP と (昭和 2 7 年 ) 
ダッ ト サ ン ス ボ ポーツ 


リッ ト サ ン フェ ー ト ン 
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(昭和 3 3 年) ぁ (昭和 3 4 年 ) > (昭和 3 9 年 ) 請 
漂 州 ラリ ー 優 勝 車 6 ブル ー バ ー ド 1 号車 較 。 到 打 フ ノ レ ー ソ バー ド 


昌和 8 年 日 本 で は じ め て 生れ た 大 量 生産 方 事 は 世界 60 数 カ国 に 伸び る 日 本 の 代表 車 に 成 


まま (T 紀 


式 の 自動 車 工場 。 そ れ が 日 産 自動 車 で す 。 藤 し まし た 。 昭和 38 年 9 月 に は 、 輸 出 台 数 で 
ーー で 生産 され る 高級 小型 乗用 還 ダ ッ ト サ ン 10 万 吾 笑 破 の 業界 新 記 録 を 樹立 し て いま す 。 


は 金 千 三 百 五 捨 円 也 で 、 す ご い 人 気 で し た 。 日 産 自動 車 で は 、 今 後 も より よい 車 を より 多 


ュー ン ン 3 


それ か ら 30 年 皆様 の ご 愛 放 で いま や 、. 日産 く 生産 し 、 皆 様 の お 役に立ち た いと 存じ ます 。 


1 Q 日 彦 目 動車 株 式 倒 社 


西 版 印 刷 株 式 会 社 印 征 
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